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第第第第 301301301301 回松本歯科大学大学院回松本歯科大学大学院回松本歯科大学大学院回松本歯科大学大学院セミナーセミナーセミナーセミナー    

    

日日日日 時時時時：：：：    2020202014141414 年年年年 11111111 月月月月 6666 日日日日((((木木木木))))    17171717 時時時時 30303030 分分分分~~~~19191919 時時時時 00000000 分分分分    

場場場場 所所所所：：：：    実習館実習館実習館実習館 2222 階階階階    総合歯科医学研究所総合歯科医学研究所総合歯科医学研究所総合歯科医学研究所セミナールームセミナールームセミナールームセミナールーム    

演演演演 者者者者：：：：    丸山丸山丸山丸山    健太健太健太健太    氏氏氏氏    （（（（大阪大学免疫大阪大学免疫大阪大学免疫大阪大学免疫フロンティアセンターフロンティアセンターフロンティアセンターフロンティアセンター・・・・助教助教助教助教））））    

タイトルタイトルタイトルタイトル：：：：    骨自然免疫系制御骨自然免疫系制御骨自然免疫系制御骨自然免疫系制御メカニズムメカニズムメカニズムメカニズムのののの解明解明解明解明    

    

関節関節関節関節リウマチリウマチリウマチリウマチにににに代表代表代表代表されるされるされるされる炎症性骨破壊炎症性骨破壊炎症性骨破壊炎症性骨破壊やややや骨粗鬆症骨粗鬆症骨粗鬆症骨粗鬆症によるによるによるによる骨折骨折骨折骨折はははは、、、、超高齢化社会超高齢化社会超高齢化社会超高齢化社会がががが解決解決解決解決

するべきするべきするべきするべき喫緊喫緊喫緊喫緊のののの課題課題課題課題であるであるであるである。。。。近年近年近年近年、、、、多彩多彩多彩多彩なななな生物学的製剤生物学的製剤生物学的製剤生物学的製剤のののの登場登場登場登場によってによってによってによって骨破壊治療骨破壊治療骨破壊治療骨破壊治療にににに革革革革

命命命命がもたらされつつあるががもたらされつつあるががもたらされつつあるががもたらされつつあるが、、、、そのそのそのその作用機序作用機序作用機序作用機序はははは骨形成骨形成骨形成骨形成・・・・骨破壊骨破壊骨破壊骨破壊のどちらかのどちらかのどちらかのどちらか一方一方一方一方をををを標的標的標的標的ととととしたもしたもしたもしたも

のでありのでありのでありのであり、、、、長期使用長期使用長期使用長期使用によってによってによってによって真真真真にににに望望望望ましいましいましいましいアウトカムアウトカムアウトカムアウトカムがががが得得得得られるかどうかはられるかどうかはられるかどうかはられるかどうかは不透明不透明不透明不透明であるであるであるである。。。。そそそそ

れれれれ故故故故、、、、免疫系免疫系免疫系免疫系をををを調節調節調節調節しながらしながらしながらしながら骨強度骨強度骨強度骨強度をををを高高高高めめめめ骨折骨折骨折骨折をををを予防予防予防予防できるできるできるできる理想理想理想理想のののの治療標的探索治療標的探索治療標的探索治療標的探索はははは依然依然依然依然

としてとしてとしてとして重要重要重要重要なななな研究課題研究課題研究課題研究課題であるであるであるである。。。。我我我我々々々々はははは、、、、遺伝子改変遺伝子改変遺伝子改変遺伝子改変マウスマウスマウスマウスをををを用用用用いたいたいたいた自然免疫系自然免疫系自然免疫系自然免疫系とととと骨代謝系骨代謝系骨代謝系骨代謝系

をををを同時同時同時同時にににに制御制御制御制御するするするする因子因子因子因子をををを探究探究探究探究するするするする過程過程過程過程でででで、、、、これまでこれまでこれまでこれまで知知知知られていなかったられていなかったられていなかったられていなかった複数複数複数複数のののの骨自然免疫骨自然免疫骨自然免疫骨自然免疫

系 制 御 因 子系 制 御 因 子系 制 御 因 子系 制 御 因 子 、、、、 骨 代 謝 調 節 因 子骨 代 謝 調 節 因 子骨 代 謝 調 節 因 子骨 代 謝 調 節 因 子 をををを 報 告報 告報 告報 告 し て き たし て き たし て き たし て き た (Maruyama et al, J. Immunol 2006, (Maruyama et al, J. Immunol 2006, (Maruyama et al, J. Immunol 2006, (Maruyama et al, J. Immunol 2006, 

Maruyama et al, JBC 2012, Maruyama et Maruyama et al, JBC 2012, Maruyama et Maruyama et al, JBC 2012, Maruyama et Maruyama et al, JBC 2012, Maruyama et al, Immunity 2012, Maruyama et al, JEM 2013)al, Immunity 2012, Maruyama et al, JEM 2013)al, Immunity 2012, Maruyama et al, JEM 2013)al, Immunity 2012, Maruyama et al, JEM 2013)。。。。

本講演本講演本講演本講演ではではではでは、、、、最近同定最近同定最近同定最近同定したしたしたした世界初世界初世界初世界初のののの「「「「破骨細胞融合阻害分子破骨細胞融合阻害分子破骨細胞融合阻害分子破骨細胞融合阻害分子」」」」にににに関関関関するするするする知見知見知見知見をををを中心中心中心中心にににに最最最最

新新新新のののの研究成果研究成果研究成果研究成果をををを概説概説概説概説したいしたいしたいしたい。。。。    

    

    

    

担当担当担当担当：：：：硬組織疾患制御再建学硬組織疾患制御再建学硬組織疾患制御再建学硬組織疾患制御再建学講座講座講座講座        小林小林小林小林    泰浩泰浩泰浩泰浩     


